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本年度の研究活動をふりかえってみると,二つの点が特に想い 出 され る。ひとつ




とり上げられたことは,そ の重要性 が認識されたあらわれであ り,まことに喜ばし
い。今後の成果が期待される。
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③ 保存 科 学
2黒 田清輝巡回展


























































































同 年4月18日 株式会社朝日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年か ら向 う
5ケ年間毎年5千 円,合計2万5千 円を帝国美術院に寄附 したい との申出があ っ
た。




同10年1月28日鉄筋コンクリー ト造,2階 建,延 面積129m2の書庫が竣工した。


































られ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。(昭和25年8月29日か
ら適用)
同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭和27年文化財保護委員会規則第4号)
が定められ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室が置かれ,美 術研究所
組織規程が廃止された。
また文化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室 も廃止された。

















鉄筋 コンクリー ト造2階 建延面積663m2の建物1棟 が竣工 した。
同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭和37年文化財
保護委員会規則第1号),新 たに保存科学部に修理技術研究室が置かれた。












同 年11月2日 所長及び庶務課は,本 館から保存科学部庁 舎の1階 に移転 した。








鷲 灘 鷺灘 錨灘輪譲




料部研究棟 として,鉄筋 コンクリー ト造,地 下1階,地 上3階,延 面積565.95㎡の
建物が竣工 した。
6


























































(昭 和5.6.28～ 昭 和6.11,24)
(昭 和6.11,25～ 昭 和10.5.31)
(昭 和10,6.1～ 昭 和11.6,21)
(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6,28)
(昭 和17.6.29～ 昭 和22.8,15)
(昭 和22.8.16^一昭 和23.5.10)
(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8,30)
(昭 和24.8.31～ 昭 和27.3.31)
(昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31)
(昭 和28.11.1～ 昭 和40.3,31)
(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1)












































































所 刷 職 名1氏 矧
所 長 所 長 伊 藤 延 男 (日本建築史)
庶 務 課 課 長 守 谷 安 知
課 長 補 佐 西 山 博
庶 務 係 係 長 出 口 小太郎


































































































































































































































































































































所 属陣 名[氏 名i
民俗芸能研究
室




















主 任 研 究 官
室 長






































































































































































































正 藤 隆 生
築 田 昌 子
中 西 由美子








































美術部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術とこれらに関連のある西洋美
術についての基礎的調査と専門的研究を行っている。美術部は現在2室 に分かれ,古






おいても,基礎的 ・先駆的役割を果 して,広 く学界に寄与すべ く努めている。そのた
め重要なる問題に関しては共同研究を行い,ま た当部独 自の光学的研究法を活用し,
すでに多 くの成果を収めた。1昨 年度より4力年計画で情報資料部と共同の特別研究
「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」を行い,これに関する資料収集を推進 している。
これ らの業績は当所の機関誌「美術研究」(昭和7年 創刊)に発表 し,大部の成果は随
時単行の研究報告書として刊行している。またわが国美術界の全般にわたる動向を調
査 し,客観的資料の提供を主眼とした「日本美術年鑑」を編纂刊行 している。
以上のほか,調 査研究成果の一部を広 く一般の理解に資するため,毎年1回 公開学
術講座を闘催している。
黒田清輝の遺産と遺作の寄附に基づいて創立 された美術部(旧美術研究所)の黒田記



















調 査 研 究
た。なお特別研究「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」にも参加,近 代関係資料の収集に
つ とめた。そのほか研究所事業として昭和52年度以降実施してきた黒田清輝巡回展が
5月佐賀県立博物館において開催された。同展開催にともな う作品選定,カ タログ制
作,講 演会,陳 列指導等研究事務については,第二研究室がこれにあた り,進捗させ
た。
(2)研究調査活動

















































作家に来 日西洋画家を含めてその師受,影 響関係などを調査 した。(陰里)
2)黒 田清輝の素描 ・スケッチの調査を行った。(i陰 里,三 輪)
3)久 米桂一郎の文献資料について調査を行った。(三輪)




調 査 研 究
に)書 道遺品の調査













現在は陶磁 ・漆工 ・金工の研究員は不在で,染 織専門の主任研究官田実栄子が必要

















日)。「伝統的染織技術の調査 ・研究」では沖縄本島 ・石垣島 ・竹富島 に3回 目の調査
に出かけ(昭和56年2月中旬から下旬),今回は特に麻織物と芭蕉布の伝統的糸作 りを
調査 した。また 日本工芸会で昭和53年度から4力年計画で行っている東博蔵 「白地風
景模様茶屋染帷子」の復元メソバーになり調査研究記録を担当し3年目である。「上代
裂の研究」はこの年が1年 目の東博特定研究の分担者になり,法隆 寺裂 ・正倉院裂の
基礎調査に加わった。また科学研究費一般研究B(代表者 ・関千代)「近代 日本 におけ












B特 別 研 究
「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」
(研究代表者 美術部第一研究室長 宮 次男)
研究目的
本研究は,わ が国の中世 ・近世 ・近代の絵画 ・書蹟 ・彫刻等のうち,落款 ・印章 ・





2.東 京国立文化財研究所が現在所蔵 している近世画家等約450人の落款 ・印章 の写
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調 査 研 究
真資料を基礎に調査研究をはかるとともに,重要作品及び主要画家等で資料の欠け














芸能部は,日 本の伝統芸能に資するために必要 な基礎的研究を行 うことを目的と
し,演劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室より構成されている。芸能
部の研究 目標としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関する研究な
どがあ り,その研究に必要な資料の収集 ・整備 ・記録の作成としての撮影 ・録音 ・録















せ しめ,日 本芸能学の樹立に貢献する基盤 となる研究である。また研究所恒例の文化
財の保存及び修復に関する国際研究集会を本年度は芸能部が担当 し,「伝統芸能の保存
















研究」を進め,鈴 木正夫,藤 堂輝明,早 坂光枝の民謡をメログラフにかけて比較分析



























分析 し,その音楽性を音楽学的に解明するもので,本 年度は民謡 「筑後しこみ」「豊後
追分」「刈干切唄」「小諸馬子唄」「相馬流れ山」「紙漉唄」「籾摺唄」「山形盆唄」等につい
て,装 飾的歌唱法特にくツキ〉〈ユ リ〉〈マワシ〉を中心に,鈴木正夫,藤 堂輝明,
早坂光枝の歌唱に見 られる相違を比較分析した。(柿木)
4.海 外舞踊譜の研究







日本のわ らべ唄との比較研究として,イ ンドネシアのバ リ,ソロ,ジ ョクジャカル
タ,バ ン ドソで採録したわらべ唄27曲について採譜,分 析を行い,旋律法,リズム法,

















各種民俗芸能の伝承方法について資料の収集 ・分析を行 った。(三隅 ・中村)
10.話芸 ・寄席芸の研究
落語を主として話芸 ・寄席芸を対象とする近世芸能の研究を安原コレクション邦楽
レコー ドの整理を通 じて続行中である。(三隅 ・仲井)
11.田楽芸の研究


























5.民 俗芸能に関す る調査記録を収集 し,かつそれらを比較 しながらもっとも完堕
な記録作成についての研究を行った。














の実地調査(東大寺 ・建長寺 ・円覚寺)を行い,これと並行 して,文 献記載の論義会関
係記事の抽出を行った。
2.狂 言の演技における「型」の研究(一般研究(C)研究代表者 羽田 爬)
前年度に調査 ・撮影 ・収集した狂言小舞の譜本及びテープから,すべての「型」に関
する記載をカー ド化 し,狂言小舞の動作単元を分 析的に把握 することができた。な















劣化に関する研究,展 示 ・保存環境における汚染因子の究明とそれ らの文化財への影
響に関する研究,劣 化防止に関する研究を行っている。
一21一




内部構造,欠 陥,虫 害,腐 朽の解明を行っている。また赤外線テレビに よる銘記,下
絵等の判読にリモー トセソシソグの手法を取 り入れる試みを行っている。


























本出土の銅鏡,銅 鐸,銅 鎌,中 国出土の銅鏡などである。この結果,多 くの知見が得




1)縄 文時代の赤漆,黒 漆に用い られていた顔料を分析 し,黒漆の変遷を究明 し
た。
2)生 漆を用いて,素地固めを行 う場合,生 漆の硬化と環境湿度また湿度と素地
との接着の関係を明らかに した。
3)漆 かきの人と連絡をとり,現地より初漆,盛 漆,枝漆を直送 してもらい,分
析,接 着,光 沢等の測定を行った。(見城)
㈲ 法隆寺献納宝物特別調査 一束博一




























































測定 し,堂内の空間構成の特徴 を 研究した。(科学研究費 ・一般研究(A)代表者西
村公朝の分担研究)(石川 ・富沢)
(7)海外展梱包輸送に関する協力
1)国 宝 ・鑑真像 中国展
2)淋 派絵画展(米国巡回)文化庁




文化財に被害を及ぼす生物(微生物,昆 虫等)の実態調査は,継 続的に実施 し,被害



























を推定 し,さ らに発生 した糸状菌の防除法を考究す る。(新井)




1)わが国では じめて遭遇 した軸装のカマ ドウマによる被害について報告 し,あ
わせて本邦でこれまでに認められている軸装の加害虫を網羅 した。(森・新井)
2)有 機錫化合物は,主 として殺菌剤 として用いられてきたが,そ の中に殺虫剤
として有効な化合物のあることが判明した。






























5.国 宝,高 松塚壁画保存,修 復事業への協力
石室内点検時,壁 画修復期間中,開 口時及び閉塞時の室内環境調査(温度 ・湿度 ・
生物汚染),壁画状態,保 存施設 ・設備の点検等の調査を行い,作 業環境保全に協力し
た。(江本 ・新井)
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(ロ)千葉県館山市:大 福寺 磨崖十一面観音立像(市指定)及び舎那院 磨崖仏
の 香川県高松市:生駒親正夫妻墓(五輪塔 ・県指定),似上の保存状態を現地で
調査 した。採取した風化生成物,析 出物を分析,石 材等の標本資料の作成を行
った。また保存処置の試験を行い修復対策を立案した(㊨については受託研究・
修復技術部の項参照)
② 生物劣化については前年度調査した大分県 ・臼杵地方の石造品の劣化部位か ら






シ リコーン樹脂,水 酸化バ リウム等)の含浸処既に関する研究は,長期に亘 り継続 的
に行っている。本年度か らは,従来か ら用いていた大谷石に加えて,砂 岩質系安山岩




54年度科研費(奨励A・ 西浦)で行った研究を更に進めると共に,装 飾瓦(鬼瓦,軒 瓦













保存施設は,観 察室,前 室,前 々室の3室 か ら成 り,石室内は観察室のペアガラス
窓を通 して観察する。照明は,赤外線,紫 外線吸収フィルターを用い,熱交換機を備
えたカプセルを石室内に設置した。
公開は,10月18日か ら11月12日にかけて,2～4日 間つつ,3回 行われた。
石室内部への影響調査は,公 開の前後に石室内及び観察室で温度i湿 度,空 気組
成,微 生物を測定 し,特に公開期間中は,前 室,前h室 も加えて温度,湿 度の連続測
定を行い石室内部への影響を観視 したが,石 室 内への影 響はほ とんどみられなたっ
た。




2.国 宝,重 文 日光社寺建造物の保存に関する研究
(栃木 ・保存科学部 ・修復技術部)
日光二社一寺所管の指定建造物の外装として用い られ て いる漆塗装 ・彩色にっい
て,山 内の多湿寒冷という特殊環境下での劣化,変 色等の原因究明と保存対策を立て
るのを目的としている。




b変 退色防止対策 として,唐 油に酸化防止剤を溶かし,顔料を加え彩色した手板
を,前年度,現 場に設置 したが,そ の後の変化の確認調査を近 々行う予定である。
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?鯛 査 研 究
c防 徽法 唐油彩色に発生するカビの防除法として,前 年度,チ モールを溶解し
た唐油により作成 した彩色手板の曝露試験の効果判定を近々行 う予定である。
2)大 猷院 二天門溜塗の変色










文 ・白然科学」の領域が定められ,3年 計画で,研 究が開始された。当研究所両部関
係の研究課題として下記のものがある。
1.文化財建造物の構造力学的研究
代表者 伊 藤 延 男
2.遺 構断面層序の剥ぎ取リ保存及び貝層断面の保存法
代表者 田 辺 三郎助
3.水 中遺物の保存に関する研究
代表者 江 本 義 理
56年度は,研 究課題の統合が行われ,課題の件数が しぼ られて計画研究として実施
される予定である。
4.古 代漆の科学的研究
代表者 見 城 敏 子
この研究の目的は,(1)縄文時代の漆,タ ールの漆工法,赤 色顔料の種類を明らかに
し,考古学的見地か ら漆工技術の究明を行 う。(2)縄文時代の黒漆の判定,製 法 ・種類











修復技術部は,文 化財の修復に関す る科学的,技 術的調査研究とその公表を主務と
する部で,保 存科学部が,主 に文化財の保存にかかわる科学的分析研究をつかさどる
部であるのに対 し,修復技術部は,老 化破損 し,あ るいは後世の付加物のある文化財
について,も との正しい状態に修理し,あ るいは復元する方法についての科学的,技
術的研究を担当している。

















調 査 研 究
技法についての研究や,そ れ らを修復するための伝統技術の整理体系と科学的裏付け
の資料集積,そ して更に科学的な材料,技 法の修復への応用と開発のための臨床的な
研究などを実施 してお り,と くに材質強化,補 強,接 合,剥落防止,朽 損部充V`
ついて各種合成樹脂の応用と技法の開発に努めている。
これ らの研究過程においては,保 存科学部との共同研究が必要な部分 もあり,また
部内においても,一つの文化財が二つの研究室にまたがる複合的な材質か らなる場合
も多 く,それ らについては各研究室員による共同作業によって研究が進 め られて い
る。これ らの詳細は次項に記す通 りである。
特別研究「石造文化財の保存 ・修復に関する科学的研究」は,3力 年の継続研究の第








































が汚損 し,その除去方法について調査 し,処置を指導 した。その方法は消火剤が長年
の香の煩煙で掲色の脂状物質で概れている彩色表面に付着 していることに着目し,こ
の脂はアンモニアの微アルカリ水に容易に溶けることを利用して白色汚損の除去に成
功 した。幸いこの彩色は保存状態がよか ったので この処置 に よる損傷 は全 くなたっ
た。処置後若干白さが残るが,こ れはアクリル樹脂B72溶液で処置することでほとん






調 査 研 究
い状態であったが,意 匠的にも重要な梁であ り,これを合成樹脂処置によって補強,
修復 した。この梁はうね りのある細長ものなので,従 来のように内部を扶 りとって新
たな通し材を挿入 して補強することができない。種々検討の結果,軸 方向に中央部か
























金沢市,石 川県立郷土資料館(旧四高)の修理工事に際 し,雨漏 りの原因探査,防 水



















,;墳川・上1文須嵌直刀1口,東 京都大川区久ケ原横穴出L須 嵌円頭柄頭1口 等の修復
処置を実施した。
これらのうち,銅 製品に対しては,ベ ンゾトリアゾール処理を行い,ア クリル樹脂
を減圧含浸した。鉄製品はアクリル樹脂エマルションを減圧含浸 して材質強化を行っ
た。またこれらの復原補修は合成樹脂を用いた。(青木)
6.遺 跡 ・遺構 ・遺物の保存に関する研究
松本城旧二の丸跡から各種の遺物が出土 したが,そ の中で焼損炭化建築部材の硬質







1調 査 研 究
に荒縄をまきつけ,そ の上に塑土をつけ,目 には貝殻,口 もとを陶器の小皿で飾った
土俗的な鬼面がかまど神としてついていたが,こ れが損傷して崩れかけていた。この
修理はまず発泡ウレタンで面を養生 して柱か ら脱 し,当研究所の修理ア トリエに運び











B特 別 研 究
1.保 存修復処置
劣化した石の強化のための基礎実験 として,各種薬剤(アクリル樹脂,エ ポキシ樹













際の重文建造物である愛媛県,定 光 寺観音堂で初めて実験的に応用 した。(西浦)
過去に修復処置を実施 した石造文化財の経年変化と修復に関する問題点を把握する
ための追跡調査を行っているが,本年度は,石 川県,重 文 ・明泉 、㌦}五重塔,沖 縄県,
重文 ・放生橋,天 女橋,玉 陵について行った。(樋U・西浦)
C受 託 研 究
1.城 山遺跡出土漆器の技法的調査とその処置法の研究(静 岡)
城山遺跡は伊場遺跡にほぼ近接する中世の遺跡で,漆 椀類が16点ほど出土 した。














した内容物は5×6cmほ どの墨と箪巻又は篁軸 と思われる残欠で,漆 塗 りの細棒 が
一本内在 した。
身箱はまだ木部が残存 し,ややつぶれた状態だが,形 は一応整っていた。











が粉状や層状に剥落 して梵字など全 く判 らな くなっている。処置は石全体をフランネ
ルで包み,ア ルキルアルユキシシラン(SS-101)を含浸して石材表面の強化 を計 り,


















石造建築物の石,レ ンガ,コ ンクリー トや,木 材建築物の瓦,土 壁等のシリカ系無






ポキソ樹脂等,凝 集力の大きな有機系の樹脂が用いられる。 しか しなが ら,これら有
機系樹脂は無機系のシ リコーン樹脂と異 り,石等の無機系材料と化学結合 しないので
処置効果の耐久性に問題がある。そこで,シ リカ系無機質材料と有機系樹脂の両方に
同時に化学結合する性質を持 っているシランカヅプリング剤の併用が有効ではないか
と考え,基礎実験を行い検討 した結果,次 の知見が得 られた。
〔1)アクリル樹脂,エ ポキシ樹脂ともに,シ ランカップリング剤の併用により,シ
リカ系石材に対する強化効果は増大する。






情報資料部は,従 来美術部資料室の行ってきた美術に関す る研究資料 の作成,収
集,整 理,保 管等の業務を充実発展させ,さ らに研究所各部の所掌にかかる資料を対
象 とすることを目的として昭和52年4月に発足 した。当部はその資料を文化財関係事
業のみならず,国 の内外の研究者の利用に供して,文 化財に関す る研究資料センター











調 査 研 究
ている。




研究用写真資料の作成,収 集,整理,保 管等を行う。本年も,従来通 り各研究者の
調査研究活動に同行して研究資料を撮影 し,写真資料を作成 した。また,そ れと平行




る日本洋古代中世絵画の実証的研究」(代表者 学習院大 学 秋山光和)に参加 した。
(2)研究調査活動
































































大 阪 城,丸 亀 城,五 稜 郭,彦 根 城,
城 宮 跡,藤 原宮 跡,西 都 原 古 墳 群 神 宮(内 宮),住吉 大 社,竹 生 島,平 安神 宮,北
野 天 満宮,厳 島 神 社,賀 茂 別 雷 神 社,春 日大 社,法 隆 寺,興 福 寺,教 王護 国 寺
(本寺),本 願 寺(西),慈照 寺,清 水 寺,大 徳 寺,唐 招 提 寺,京 都 御 所,桂 離 宮,
鹿 苑 寺,栗 林 公 園,六 義 園
OStudyofcostcontrolofarchilecturalconservationprojectsinJapan
ユ ネ ス コに提 出55.5
週 刊朝 日「百 科 世 界 の美 術 」10655.4
〃 〃11855.6
〃 〃106～13955.4圃 レ11










主 要 研 究 業 績
Q2ConservationWithinhistoricbuildingsinJapan
PreprintsoftheContributionstotheUenaCongress55.9
⑥ 茶 で 結 ば れ た 日本 の 美 サ ン ケ イ新 聞55.10
Q2ThesafeguardingofhistoricdistrictsinJapan
WarsawSimposiumofICOMOS55.10
② 未 曽有 の 大 伽 藍 「日本 古 寺 美 術 全 集 」4.55.11
③ 図 版 解 説 東 大 寺 金 堂,南 大 門,法 華 堂,鐘 楼,念 仏 堂,転 害 門,開 山 堂,
新 薬 師 寺 本 堂 「日本 古 寺 美 術 全 集」4,55.11
美 術 部
川 上 浬(美 術部 長)
④ 正 倉 院 の絵 画 台北 ・中央 研 究 院 主 催 国 際 漢 学会 議55.8
田 村 悦 子(主 任研 究官)
② 法 然 寺 本地 蔵 霊験 絵 巻 の逸 出 した 詞 書 一 古 筆 粟 田 切 に つ い て
「新 修 日本絵 巻 物 全集 」2955.4
③ 来 月 に は賀 茂 祭 蜻 蛉 日記 絵 詞 に つ い て 北 日本 新 聞55.4
③5月 の感 想 旧暦 卯 月 と蜻 蛉 日記 絵 詞 秋 田魁 新 報55.5
































一調 査 研 究
③ 地獄草紙 断簡(ボス トン美術館蔵,シ ア トル美術館蔵),観 普賢経見返絵,
尊円法親王像 在外 日本の至宝2絵 巻物55.5
③ 釈迦霊鷲山説法,九 曜七星降臨,大威徳明王,弥 勒如来下絵,金 剛界曼茶羅諸




























② 川原慶賀について 「川原慶賀展」目録 ・西武美術館55.4
② 日本の近代洋画の先駆者たち
「近代洋画の先駆者たち展」目録 ・中日新聞社55.4
② 近代洋画の発足と展開 朝 日百科「世界の美術」131号55.9
② 明治中期か ら大正昭和初期における滞欧画家たち「日本の洋画家における滞欧
作展」 北九州市立美術館55.10
② 大正 ・昭和の美術 「図説 ・日本の文化史」小学館55.11
② 農画工 ・小川芋銭の写生 「小川芋銭の写生」グラフィック社55.12
③ 若杉五十八筆「鷹匠図」ほか,7点 「芸大蔵品図録」絵画∬55.6





















































































































































































山 本 宏 子(音 楽 舞 踊研 究室)
⑥ 韓 国 の 鐘 季 刊 邦 楽23号55.6
●Children'sGameSongsinlndonesia.The4thlnternationalSymposium
ontheConservationandRestorationofCulturalProperty,55.8
④ イ ソ ドネ シ ア のわ らべ 歌一 ジ ャ ワの ドラナ ンー
東 洋 音 楽 学 会 定 例 研 究 会56.2
横 道 萬 里 雄(音 楽舞 踊研 究 室)
⑥ 面 装束 と舞 台 の特 質NHK文 化 セ ンタ ー55.4～6
⑥ 「熊 野」 箏 曲 の 伝 統 を 守 る会55.9
⑤ 謡 と唯 子 の し くみNHK文 化 セ ン ター55.10～12
-47一




② 能 ・狂言 ・幸若のく語 り〉 「月刊文化財」55.9
③ 京観世をたずねてCBSソ ニーレコー ド55.10













































国 文 学 論 叢 新 集255.10
国 文 学 増 刊 号55.6
み ん よ う文 化55.6
み ん よ う文 化55.7
み ん よ う文 化55.8
み ん よ う文 化55.9
み ん よ う文 化55.10
み ん よ う文 化55.11
み ん よ う文 化55.12
教 室 の 窓55.12
日本 音 楽 教 育 セ ン タ ー55.12
読 売 民謡 全 集55.12
み ん よ う文 化56.1
み ん よ う文 化56.2


































保 存 科 学 部




② 水 中 遺 物 の 保 存 に 関 す る研究
古 文 化財 に関 す る保 存 科 学 と人 文 ・自然 科 学 年 次 報 告 書56.3
② 東 洋 古 代 ガ ラス の 化 学 分 析(馬渕 と共 著)東 洋 古 代 ガ ラス 国 立 博 物 館56.3
③ 古 墳 の 中 の 空 気 一 古墳 壁画 の保 存 を模 索 す る。 自然35-855.8
④ 水 中 遺 物 の 保 存 特 定 研 究 「古 文 化 財 」研 究 会56.3
④ 中 性 子 放 射 化 分 析 に よる 古代 ガ ラス の主 成 分 元 素 ・微 量 元 素 の 定 量
(富沢 ・牧 島 ・下 平 ・富 永 と協 同)古 文 化 財 科 学研 究 会 講 演 会55.5













































































① シロアリ詳説(共著)㈹ 日本しろあ り対策協会55.9
① シロアリ防除ダイジェス ト(改訂版)(共著)同 上56,1
② わが国に生息する"住まいの害虫"リ ス ト(続)〔II〕各論3.膜 翅 目4.鱗

























⑥ 書籍 ・古文書等を加害する昆虫とその被害対策第2回 研修会講演 同上55.10







⑥ わが国におけ るシロアリの種類,分 布,生態,被 害調査並びに防除(テ キス ト)
㈹日本しろあり対策協会関東支部55.8














































ミュー ジ ア ム352号55,7









② 瓦の保存 ・修復に関する研究〔∬〕重文 ・定光寺観音堂の古瓦の保存 ・修復処
f保 存科学19号56.3
③ シラン含浸による劣化瓦の強化処置 定光寺観音堂修理工事報告書56.3







③ 名古屋市鶴舞中央図書館蔵内田蘭渚宛十時梅厘書簡 上 国華103956.1

















② アル ・タール出土染織皮革遺物の研究 ラーフィダーソ第1巻55,3














朝 鮮 文 化4655.6
史 迩 と美 術50855.9
美 術 研 究11555.12
古 代 美 術 館1356.1
朝 鮮 文 化4956.3
週 刊 朝 日百 科55.4
週 刊 朝 日百 科55.4
地 誌 と歴 史2455.5
小 学 館55.6








































































③ ボス トソ本 ・プリア本 うたたね草紙(作品解説)「在外 日本の至宝」2
毎 日新聞社55,5
③ 愚直師侃図 国華104056.2
④ 西導寺本「法然上人伝絵」 美術部 ・情報資料部研究会55.7
関口 正之(写 真資料研究室長)
② 絵画「世界の美術」108(平安時代前期の美術)週 刊朝 日百科55.4





③ 仏教絵画作品解説「神奈川県文化財図鑑 ・絵画篇」 神奈川県教育委員会56.2
鈴木 廣之(写 真資料研究室)
② 押絵貼 り屏風形式の架鷹図について「日本屏風絵集成」12講 談社55.7
② 宗達と古典の世界「世界の美術」122週 刊朝日百科55.7
④ 園城寺旧子院日光院障壁画について 文化庁重要文化資料選定協議会55.7






































































































































一 来舶画人研究一 鶴田 武良
く図版解説〉









狩野芳崖の写生帳 下 関 千代
(2)日本美術年鑑
昭和11年10月創刊以来,毎 年1月 か ら12月までの美術界の活動状勢を記録するもの









② 壁画の材料 ・技法と地下水の上昇に関する研究 三浦 定俊
(3)残効性ピレスロイ ド剤のScreeningtestペルメ トリンのイエシロア リに
対する防蟻効力試験一 薬剤処理杭試験体の2年4ヵ 月経過時の成績一
森 八郎
(4)コンクリート壁体のガス透過性(その1)新 井英夫 ・森 八郎
(5)軸装の昆虫による被害について 森 八郎 ・新井英夫
(6}新設爆蒸庫について 新井英夫 ・森 八郎
(7}製紙に関する古代技術の研究 大川昭典 ・増田勝彦
⑧ 瓦の保存 ・修復に関する研究〔1〕一 再使用を目的とした古瓦の強化処
置一 西浦 忠輝











2黒 田 清 輝 巡 回 展






主 催 東京国立文化財研究所 ・山形県 ・佐賀県教育委員会 ・佐賀県立博物館
開催日数23日 間
入場者数13,656人
陳列点数 油彩56点,デッサ ン50点,写生帖17点,魯簡3通,日 記5冊,写 真パ
ネル2,黒 田清輝胸像1点,遺 品2点,記 録写真16枚
目 録A4判 変型104頁,原色版6頁,単 色版79頁。












































突際の漆塗装と温度との関係 保存科学部物理研究室長 見城 敏子1.
出土中世漆器の諸問題 修復技術部第一修復技術研究室長 中里 寿克2.
高松塚古墳出土漆棺の化学処置3.










文化財の保存と修復に関し,保存科学部,修 復技術部 の調査研究が円滑 に推進さ
れ,文 化財保護事業に効果をもたらすことを目的として,文 化庁文化財保護部文化財




文 化 財 の 保 存 及 び 修 復 に 関 す る国 際 研 究 集 会
昭 和52年に 始 ま った この 集 会 も今年 で 第4回 を迎 えた 。 第3回 ま では 保 存 科 学 部 と
修 復 技 術 部 が担 当 して ぎた が,今 回 は は じめ て 芸能 部が 担 当 し,ア ジ ア にお け る伝統
芸 能 の 保 存 ・伝 承 の 現 状 と,欧 米 に お け る 同様 の状 況 を 比 較 研 究 しつ つ,芸 能 伝 承 の
本 質 的 問題 を 相 互 に 把 握 す べ く「伝 統 芸 能 の保 存 と発 展 」の テ ー マを か か げ て,4日 間
にわ た る研 究 集 会 を企 画 した。
講 演 者 は 組織 委 員 会 に よ り選 定 され,海 外7名,国 内11名で あ った 。 講 演 は 下 記 の
よ うな5セ ッシ:1ソに 分 け て行 わ れ た 。 日程 は 次 の とお りで あ る。





日 時 昭 和55年8月6日 ～9日
会 場 国立 社 会 教 育 研 修 所
第1日
(特別 講 演)
TheComplexityoftheCulturalProcess(文化 過 程 の複 雑 性)
ウ ェス リア ン大 学D・P・ マ カ レス タ ー
第2日





一TheCaseofEtchuOwarabushi.(民俗音 楽 学 習法 の音 楽 へ の影 響一 越 中 お
わ ら節 の場 合)京 都 教 育 大 学 高 見 冨 美 子
2.JapaneseFolkSongPreservationSocieties:TheirHistoryandNature.
(日本 民 謡 の 伝 承 会 一 保存 会)ミ シ ガ ン大 学D・W・ ヒs‐ ズ
3.AnAncientStyleSonginEnnenofObasama.(小迫 の延 年 に おけ る古 様
式 歌 謡)宮 城 教 育 大 学 森 田 稔
4.ThePreservationandDevelopmentofthePerformingArtofTsugaru.
(津軽 地 方 の 芸 能 の 保 存 と発 展)弘 前 大 学 笹 森 建 英
〔セ ッ シ ョンII太 平 洋 周 辺 の 音 楽〕
1.InterrelationshipsbetweenMusicalandSocialChangeinJapaneseand
AustralianAboriginalCulture.(日本 及 び オ ース トラ リア の土 着 文 化に おけ る
音 楽 と社 会 の変 化 の 間 の 相 互 関係)シ ドニ ー大 学A・ マ レ ッ ト
2.RecentActualSituationofPreservationofTraditionalMusicandSongs
amongOrdinaryPeopleandSocietyofYogyakarta.(ジョ クジ ャ カル タの 庶
民 社 会 に お け る伝 統 音 楽 及 び 歌 曲 保 存 の最 近 の 現 状)
イ ン ドネ シ ア音 楽 大 学P・ ス ハ ル ジ ョ
3.Children'sGameSongsinIndonesia.(イン ドネ シ アの 子 供 の 遊 び 歌)
東 京 国 立 文化 財研 究所 山 本 宏 子
4.RegionalFolkSongStylesinJapanandSomeParallelsinIndonesian
Songs.(日本 民 謡 に見 られ る地 域 的 様 式 とイ ン ドネ シア の歌 との 間 の 類似 性)
東 京 国 立 文化 財研 究 所 柿 木 吾 郎
第3日
〔セ ッシ ョン皿 保 存 と発 展 〕
1.ThePresentConditionofThePreservationandStudyofAinuMusic.
(アイ ヌ音 楽 の保 存 と研 究 の 現 状)北 海道 教育 大 学 谷 本 一 之
2.ConservationandComposition:SomeThoughtsontheMeaningof










国 際 ・国 内 交 流
作 品に 見 られ る伝 統 的 要 素)武 蔵 野 音 楽大 学 上 参 郷 祐康
4.AnotherWayofPreservingandDevelopingtheTraditionalPerforming
Arts.(伝統 芸 能 を保 存 ・発 展 させ る も う一 つ の方 法)
国立 音 楽 大 学 柘 植 元 一
5.APreservationandDevelopmentofTraditionalPerformingArtsinThe
Philippines.(フィ リピ ンに お け る伝 統 芸 能 の 保存 と発展)
フ ィ リピ ン大 学S・J・ マ セ ダ
〔セ ッ シ ョ ンⅣ 日本 の芸 術音 楽 と楽 器 〕
1,StructureandAcousticalPropertiesofChikuzen・Biwa.(筑前琵 琶 の構 造 及
び 音 響 特性 九 州芸 術 工 科 大 学 安 藤 由典
2.TheTraditionofGidayu-Bushi‐AStudyofComparativeAnalysisof
OkuriinEhon-Taikoki10Danme,Amagasaki-no・Dan.(義太 夫 節 の 伝 承 一絵
本 太 功 記十 段 目尼 ケ崎 の段 よ りく オ ク リ〉 の比 較 分 析)宮 崎 大 学 垣 内 幸夫
3,Transmis三〇nofGagaku‐WaysofTrainingTheGagakuMusicians.(雅楽
の 伝 承 一 楽 人 の 訓 練 法)桐 朋 音 楽 大 学 増 本 喜 久 子
4.ZeamionJohakyuTheory‐AJapaneseApproachofAudienceExperience.
(序破 急 理 論 に お け る世 阿 弥 一 聴 衆 の 経 験 に 関 す る 日本 的 ア プ ロー チ)
トロ ン ト大学F・ ホ ップ
5.UrbanMusicinJapaninTheLateSeventeenthCentury:AnApproach
fromMusicalPhilology.(17世紀 後 半 の 日本 の 市 民 音 楽一 音 楽 文献 学 か らの試 み)
独 協 大 学 平 野 健 次
第4日
〔セ ッ シ ョ ンV総 討議 〕
〈 出席 者 〉
文 化 庁文 化財 保護 部長 ・文 化 財 鑑 査 官 他 文 化 財 保 護 関 係 官 ・東 京 国 立 文 化 財 研 究所





美術部出版物の諸外国研究機関 ・博物館 ・図書館等との交換,外 国研究者との交流
も活発に行われた。
























































中 華 民 国
アメリカ合衆国
招へい研究員






















H.ス バ デ ィオ氏
B.0.ロ バ ー ツ女 史
J.B.リー ウ ェル 氏
他12名
A.ア リヤ シ ンゲ バ氏
U.バ ル デ ィー 二氏
エ リー ・デ ッカ ー女 史
Z.カ ズ ミ氏
張 慶 浩 氏
安 喜 均 氏
A.ミ キ エ レ ッ ト氏
干 悉 氏
対 珂 理 氏
団 長1小 秩 青 氏 他3名
劉 阿 蘇 氏
S.ワイ ン トラ ウ ブ氏
昭和53年度より招へい研究員の制度が設け ら矛し国外2名,国 内1名 の研究員に委嘱
され,下 紀のように共同研究が行われた。
1)ア ラン・マレット博士(シドニー大学 ・音楽学部講師)
共同 研 究 課題 鎌倉 ・室町期の雅楽原典資料の研究
研 究 代 表 者 芸能部音楽舞踊研究室長 柿木吾郎
委 嘱 期 間 昭和55年7月23日～9月12日
2)グ レッグ ・ハワー ド(ダー リン・ダウン大学高等教育研究所音楽科講師)
共同 研 究 課題 尺八音楽の伝承 と現状について
研 究 代 表 者 芸能部音楽舞踊研究室長 柿木吾郎
委 嘱 期 間 昭和55年8月1日～9月20日




共同 研 究 課 題 年輪 ・年代測定法の共同開発及び樹種同定の共同研究
研 究 代 表 者 保存科学部長 江本 義理
修復技術部長 田辺三郎助
委 嘱 期 間 昭和56年1月23日～2月21日
職 員の海外 出張及び研修旅行








































④ 自 費,日 博協補助金


























ア メ リカ合 衆 国
中 国 画国 際 研 究 集会 参 加 及 び 米 国 博 物 館所 蔵 中 国画 調査
56.3.21-r56.4.4














雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能
の研究に必要な図書5,408冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・
テア トロ(第1次)・新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅と伝
説等の雑誌,丸 本 ・脳本等の台本 も収集している。
保存科学部 ・修復技術部
古来の伝統的生産及び工芸技術書,技 術史,又は数少ないそれ らの科学的究明を試




美 術 部情報 資料 芸 能 部 保存科学部修復技術部

























































































































































































































当初より一貫 して力を注いできた写真資料を有する。それ らは日本 ・東洋古美術,日
本近代 ・現代美術・西洋美術の全域にわたり,それぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工芸,建
築等の諸部門に及ぶ。特別大型のものか ら小型のものまで総数凡そ24万点,原板保有
量はほぼ3分 の1にあたり,別にマイクロ・フィルム250巻がある。写真資料のほか,
拓本・作家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料スクラ




そなえている。レコー ドには,毎 年各製作会社から発売される伝統芸能関係 レコー ド
のほか,昭和35年度文部省機関研究r`よ って購 入 した安原 コレクションレコー ド




上で貴重な資料である。録音テープ及び写真は,雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺
院行事 ・民俗芸能その他の伝統芸能を対象に記録 してきたもので,奏演法の解析を中




























































② ポータブル ・マイクロ写真撮影装置1式 A
(3)マイ ク ロ閲 読 機(ル ー モ社 製)3台
(4)リー ダ ー ブ リソ タ ー1台
5.デ アス コー プ(視聴 覚 教 育 装 置)1台
6.カ メ ラ類
(1}リ ンホ フ カ ル ダ ン1台
② リンホ フ テ ヒニ カ3台
(3)コ メ ッ ト ・ス トロtCP-1200DX1台






(1)コピ ー ス タ ン ド(1300)1台
(2》ス ラ イ ドコ ピ アMD4001台
9.乾 燥 機FCオ ー ト(全紙)1台
10.ド ライ マ ウ ン ト シ ール コマ ー シ ャル210M1台
ドライマ ウ ソ ト シ ー ル コマ ー シ ャル701台
11.マ ルチ カ ー ドセ レ ク ター(HAC841S型)1式
12.複 写 機z一 ビ ッ クス800S1台
13.製 本 機







1.分 析 機 器
(1)ピ ッチ レ コー ダー
② メ ロ グ ラ フBT型
2.オ ーデ ィオ 関 係 機 器
(1》レコー ドプ レー ヤ ー
② テ レ ビ
③ テ ー ブ レ コー ダ ー
(4)ビデ オ テ ー プ レ コー ダ ー
(5)ステ レオ音 声 調 整 卓
(6)ス ピー カ ー
(7)テー プ ダ ビン グ シ ス テ ム
⑧ 屋 外 取 材 用 音 声 機 器 シス テ ム






(6)35m/mマイ ク ロ フ ィル ム解 読 装 置
(7)16m/mマイ ク ロ フ ィル ム解 読 ・複写 装 置
(8)16m/mマイ ク ロ写 真 機
(9)16m/mシネ フ ィル ム分 析 装 置
α① リー ダ ー ・プ リン タ ー
4.照 明 器 具






















































3,分 析 装 置





















































































































































































































であるが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等からの寄贈が加わった。収蔵
品の主なるものは,「知感情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「もるる日影」・「温室
花壇」等である。
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